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る．日本でも，留学生教育学会が 20 年 4 月 20 日～
5 月 31 に，日本人学生，留学生，国際交流業務担当
教職員を対象に，新型コロナ流行と留学事業について
緊急アンケート調査を実施した（中野 石倉・近藤，

















2020 年 8 月 12 日～9 月 11 日に新型コロナウィルスが
もたらした留学への影響に関するオンラインアンケー
ト調査を実施した．調査の質問は，前述の ESN が実施
した調査結果をまとめた報告書（Gabriels, W. and 
Benke-Aberg, R. , 2020) を参考にした． 
回答者数は 41 名で，回答率は 66.1％であった．回答
時の回答者の教育課程は学士課程 28 名，修士課程 11
名，博士課程 2 名であった．所属の学部・研究科は，
文学部・研究科 8 名，教育学部・研究科 2 名，法学部・
研究科 3 名，経済学部・研究科 12 名，理学部・研究科
2 名，工学部・研究科 13 名，情報科学研究科 1 名であ
った．留学先地域は，北米 5 名，欧州（除く、北欧）
18 名，北欧 6 名，アジア 10 名，その他 2 名であった．
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北⽶ 欧州 北欧 アジア 南⽶ トビタテ・インターンシップ 合計
度数 1 1 1 4 1 0 8
% 20.0% 5.6% 16.7% 44.4% 100.0% 0.0% 19.5%
度数 4 17 5 5 0 2 33
% 80.0% 94.4% 83.3% 55.6% 0.0% 100.0% 80.5%
度数 5 18 6 9 1 2 41
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図 1．派遣交換留学等回答者の帰国時期（n = 41） 
 
回答者の留学期間は，80.5％が 91 日以上，19.5％が
90 日以下であった（表 1）．留学期間が 90 日以下の回
答者の 50％がアジアに留学していた．交換派遣留学は
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なり，留学先大学の回答数の 2 倍であった． 
 
 
図 2 ．帰国や健康及び安全に関する情報の可用性（n = 41）











































































































図 4．受けた支援の提供先（n = 26） 
 
で，留
































 最後に，東北大学からの支援について，表 2 にある
4 項目について，支援があったと感じるものを全て回
答するよう求めた．回答者 41 名中 27 名（65.9%）が，
最低一種類の支援を受けたと回答したが，「何の支援も
なかった」と回答した者が 11 名，「支援に関する連絡
があったか不明」と回答した者が 3 名いた． 
  







⽀援項⽬ 全体 北⽶ 欧州 北欧 アジア 南⽶ トビタテインターンシップ
帰国に際しての学習に関する⽀援 12 1 4 3 3 0 1
帰国⼿続きに関する⽀援 19 2 9 2 5 1 0
精神的健康に関する⽀援 4 1 0 0 3 0 0
その他 4 0 1 1 1 0 1
合計 39 4 14 6 12 1 2




図 4．受けた支援の提供先（n = 26） 
 
次に，新型コロナウィルス感染拡大の状況下で，留
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答するよ 者 41 27 名 65.9
最低一種類 たが，「何の支援も
なかった」と回答した者が 11 名，「支援に関する連絡
があったか不明」と回答した者が 3 名いた． 
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．  
─  95  ─















































































































定がなかった 1 名を除いた 38 名中 2 名（5.3%）が，
「通常通り，対面授業が行われた」と回答した（表 3）．













表 3．留学先大学での授業への影響 (n = 38) 
 前述の通り，東北大学では，3 月 16 日に本学が実施
する全ての派遣プログラムの中断・中止，及び帰国に












授業形態 合計* 北⽶ 欧州 北欧 アジア 南⽶
対⾯授業が中⽌となり、⼀部がオンライ
ン授業、⼀部が延期となった 6 0 3 0 2 1
対⾯授業が中⽌となり、全てオンライン
授業になった** 28 4 11 6 7 0
対⾯授業が中⽌または延期となり、オン
ライン授業も提供されなかった 2 0 2 0 0 0
通常通り、対⾯授業が⾏われた 2 0 2 0 0 0

















































































境の選択を理由にあげた学生が 5 名 た． 
一方，派遣先大学のオンライン科目提供に関する問





















題を全て選択するように求めた．回答者 41 名中 36 名
（87.8%）が，図 6 にある問題の最低 1 つは経験して
いた． 
図 6．新型コロナウィルス感染拡大下で直面した問題 



















合計 北⽶ 欧州 北欧 アジア 南⽶ トビタテインターンシップ
留学期間を終え、または途中帰国し、
⾃宅待機した 5 1 2 1 0 0 1
留学期間を終え、東北⼤学で科⽬を
履修した 9 0 6 1 1 0 1
途中帰国し、留学先⼤学の科⽬を履
修を継続した 4 1 2 1 0 0 0
途中帰国し、留学先⼤学と東北⼤学
で科⽬を履修した 11 2 4 2 3 0 0
途中帰国し、留学先⼤学の科⽬履修
を中⽌し、東北⼤学の科⽬を履修した 11 1 3 1 5 1 0
合計 40 5 17 6 9 1 2
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5 段階で回答を求めた（ 9  
 
図 9．留学の満足度 (n = 41) 
 
 41 名のうち 28 名（68.3%）が今回の留学に
満足したと回答しているが，半数強の 15 名は「程々に
満足した」を選択していた．満足していないと回答し
た 13 名のうち，多い順にアジア留学経験者が 6 名，欧
州留学経験者が 5 名，北欧及び北米留学経験者が各 1
名となっている．満足していない理由を見ると，「大学
に行けなかった」「留学開始もできず，憤りを感じた」
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 回答者 41 名のうち 28 名（68.3%）が今回の留学に
満足したと回答しているが，半数強の 15 名は「程々に
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た 13 名のうち，多い順にアジア留学経験者が 6 名，欧
州留学経験者が 5 名，北欧及び北米留学経験者が各 1
名となっている．満足していない理由を見ると，「大学
に行けなかった」「留学開始もできず，憤りを感じた」
「12 ヶ月の留学が 1 ヶ月で終わったことによって，何
の達成感もなく，お金を無駄にし，またいつ留学に行
けるかも分からず，卒業や就活や進路に大きな不安を
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